

























































授業をなんとか無事に終えた私は、The Catcher in the Rye や Adventures of 
Huckleberry Finn といった「読めそうな」米文学作品を自分で探し出し、原











卒業を迎えた。そして 13 年後の 2011 年 4 月、今度は教員として母校に戻
ってくることになった。本先生の前でいつも学生だった私は、いまだに
学生気分が抜けない。本先生の研究室が私の研究室の真上にあったのも、
私たちの関係を象徴的に示してはいなかったか。本先生は私にとって、
いつまでも文学の先生であり、私を送ってくれる人である。だから、いま、
本先生を「送る」立場となって、私は戸惑っている。 
 頭上にあった本先生の研究室は空っぽになった。けれども、本先生
の文学の授業は、いつまでも私のなかで続いている。 
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